
しごと相談カフェ事業 【福岡県久留米市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 1,823 千円

交付金額 911 千円

事業番号 ②

久留米市を含むハローワーク久留米管内の有効求人倍率は0.98
倍（令和6年12月）と、全国値（1.25倍）を下回っている。全国と比
べ、様々な困難を抱える方々の就職は特に難しい状況である。

市内の子育て支援施設等を対象に、キャリアコンサルタントが
巡回型の個別就労相談・各種情報提供を実施するもの。

相談員が、相談者個々の事情を丁寧に聞き取り、市役所庁舎
内の各専門就労相談窓口と連携した就労支援を行う他、市内
の商業施設でハローワークと連携した就労相談会を実施する
もの。

■久留米市雇用・就労推進協議会
久留米労働基準監督署、久留米公共職業安定所、福岡労働局雇用環境・均等部
、福岡県筑後労働者支援事務所、福岡県久留米中小企業振興事務所、福岡県立
久留米高等技術専門校、連合福岡北筑後地域協議会、久留米商工会議所、久留
米南部商工会、久留米東部商工会、田主丸町商工会、一般社団法人 筑後中小
企業経営者協会、一般社団法人 福岡県中小企業団体中央会、職業訓練法人
久留米地区職業訓練協会、公益社団法人 久留米広域勤労者福祉サービスセン
ター、久留米市
■福岡県若者就職支援センター筑後ブランチ
■筑後若者サポートステーション など

育児のため離職したり、就職を考えている女性に対し、匿名で個
別相談を受けることで悩みに寄り添い、就職活動に必要な準備、
就労中に必要な保育施設情報、職業訓練情報などを提供するこ
とで、就職決定につながった。
■しごと相談カフェ利用者を就労サポーターへ紹介後、就職決定
した人数による効果検証。(目標達成)
R8.3月末実績：個別相談件数 471人

 就職決定数        23人

雇用状況については有効求人倍率は改善傾向にあるものの、全国水準
には至っていない。相談者の傾向として、抱える課題や不安が複雑化し
ていることなどにより、一人あたりの相談回数が複数回にわたる場合もあ
り、就職に至るまでの支援に時間を要している状況もある。これらの人の
再就職を支援するためには、今後も相談者個別の状況を踏まえた、寄り
添った支援を継続する必要がある。また、支援が必要にもかかわらず支
援の声をあげられない人や、情報が届いていない人を、どのように掘り起
こし、支援窓口に繋いでいくかも課題である。



事業の概要

しごと相談カフェ事業

少子高齢化の進行により企業の人材不足が深刻化する中、育児等
を理由に離職した女性や就職に課題や困難を抱えている幅広い女
性に対し、気軽に相談できる巡回型の就労相談を実施し、円滑な就
職の実現を目指す。

しごと相談カフェ
■開催日 毎月15回、2時間／回
■対象者 離職中・再就職や転職に課題や不安を抱えている性等
■場 所  市内の子育て支援施設等計15箇所
■個別相談件数 471人
■就職決定数 23人

■実施内容
・市内の子育て支援施設等で毎月1回2時間
・巡回先は15箇所。
・キャリアコンサルタント等の資格を持つ女性相談員がタブレット端末を
 利用し、就職活動に必要な準備、就労中に必要な保育施設情報、職業

   訓練情報など、気軽に相談できるよう匿名で個別相談を受ける。
・強化することで、ブランクがあるなど課題を抱え
る女性が必要なスキルを 久留米地域職業訓
練センターと緊密な連携を図り対象者への働
きかけを身に付け就職することを後押しした。
・具体的な就職活動を希望する人や、職業訓練
を希望する人は、ハローワークと一体的に運
営している市の就労支援施設「久留米市ジョ
ブプラ ザ」就労サポーターへつなぎ、職業紹
介まで支援した。
・上記と合わせて、普段から多くの人が集まる
市内の商業施設で、ハロー ワークと連携した
相談会を実施し、相談窓口にまで行きつくこと
ができ ない人も含めて支援した。

結果・実績
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